
 

 
 

 
  

令和３年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月５日実施） 

総合評価（３月 25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

新カリキュラム 
実施にあたり、 
外国につながり 
のある生徒の学 
習支援も含め、 
生徒の包括的ニ 
ーズに応じ、生 
徒を取り巻く社 
会からの要求が 
反映された教育 
課程を開発し、 
展開する。 
 
 
 
 

①本校生徒のニ
ーズを的確に把
握したうえで、
新教育課程実施
に向けて、ある
程度のスパンを
見据えた具体的
な検討を行う。 
②教材・教具等
も含め、様々な
工夫を試みたう
えで、教育活動
のあらゆる面で
生徒の基礎学力
や生活力の向上
を図っていく。 

①本校の特色を活
かす視点から新教
育課程実施に向
け、学校全体で履
修指導等の検討を
行う。 
 
 
②生徒の基礎学力
や生活力の向上を
図る視点で他教科
や異校種との授業
研究を進める。 

①本校生徒のニ
ーズに沿った履
修指導の検討は
進んだか。 
 
 
 
 
②他教科や異校
種と協議を含め
た授業研究会が
実施できたか。 
 

①本校の特色や生
徒のニーズに沿っ
た視点で観点別評
価、履修指導、時
間割作成等を検討
し、課題の共有や
改善を図った。 
  
②他教科や川崎市
立南大師中学校と
の協議まではでき
なかった。授業研
究会で ICT 活用授
業の振り返りも含
めた他教科やグル
ープの課題・取組
み等を共有した。 

①生徒のニーズに
沿いながら、３年
間を見通せる履修
指導の資料作成等
を行う。 
 
 
 
②授業見学後の協
議を他教科と実施
するなど、他教科
との連携が高まる
授業研究会の検討
を行う。 

①「履修指導の資料作成
等」とは、どのようなも
のを想定し、いつまでに
作成する予定なのかにつ
いて明らかにしてほし
い。 
 
 
②授業研究において、教
科間での連携した取組は
極めて重要なので検討を
進めてほしい。異校種と
の授業研究はコロナ禍の
中で難しい面があるが、
コロナの感染状況を見つ
つ検討していただきた
い。 

①新教育課程実施に向けて、本
校の特色を生かす視点や生徒の
ニーズに沿った視点で、観点別
評価や履修指導、時間割作成等
の検討を行い、職員間で課題の
共有や改善を図った。 
 
 
②他教科や川崎市立南大師中学
校との授業見学は実施できた。
授業研究会では授業の振り返り
を含めて課題等を共有した。異
校種との授業見学後の協議はコ
ロナ禍の中で実施できなかった
が、今後、実施の方策を模索し
たい。 

①本校の特色や生徒のニーズに
沿いながら、３年間を見通せる
履修指導を行うための資料の作
成及び具体的な日程等を計画的
に示す。 
 
 
 
②異校種との授業見学後の協議
を含めた授業見学会は、是非と
も実施する必要がある。コロナ
禍の中でも対応できるオンライ
ン等での実施を検討する。 

２ 生徒指導・支援 

生徒が生きてい 
くために抱える 
様々な課題に、 
柔軟かつ効率的 
に対応する指導 
・支援の効果的 
手法を導入し、 
組織的な体制拡 
充を図る。 
 
 
 
 
 
 

①社会の中で自
らの居場所を見
出すうえで必要
となる支援に、
様々な手段と方
策を用い粘り強
く 取 組 ん で い
く。 
②基本的な生活
習慣の確立を基
盤に、社会の中
で自立していく
うえで必要とな
る判断力や自立
心を涵養する。 

①新入生歓送迎会
など、新入生に対
しても在校生に対
しても様々な角度
からアプローチし
ていく。 
 
 
②生徒の実態をふ
まえた支援を通じ
て、ルールやマナ
ーを守る意識を喚
起・向上・定着を
図る。 

①部活動の加入
率が 30％まで伸
びたか、また活
動実績が向上し
たか。 
 
 
 
②綿密な情報共
有を通じて的確
な支援策を実施
し、生徒の自覚
を高め、遅刻者
数の減少などを
実現できたか。 

①コロナ禍で活動
を制約されたが、
昨年度の反省を活
かして、出来る限
りのことを生徒会
役員とともに実施
できた。 
 
②一律に同じ指
導・支援方法をと
ることなく、個々
の生徒の特性を踏
まえた上で指導を
実施し、ルールや
マナーを守る意識
の定着に一定程度
の成果を得た。 

①部活動加入率は
29.4%(前回 25.8%) 
となり、少しずつ
成果が出てきてい
る。今後も出来る
ことから実施し、
加入率を上げる。 
 
②遅刻指導に関し
ては、充分な成果
を挙げることがで
きなかった。生活
グループを中心に
他の職員の知恵を
借り、効果的な方
法を模索して行き
たい。 

①部活動加入率が前年比
プラスとなったことは、
数値目標を掲げ、学校全
体で取り組んできた成果
である。部活動を通じて 
、コミュニケーションが 
重要であることを感じて
ほしい。 
②コロナ禍により、高校
生の生活習慣の乱れが指
摘されている。基本的生
活習慣として、しっかり
と時間を守って行動する
ことは重要であり、効果
的な方法について検討し
てほしい。 

①コロナ禍で、部活動への取組
が制限される中でも部員および
職員が意欲的に活動した。その
結果、部活動加入率が前年比プ
ラスとなった。次年度もさらに
部活動加入率を引き上げる方策
を検討する。 
 
②一律に同じ指導・支援方法を
とるのではなく、個々の生徒の
実態を把握し、それを踏まえた
上での指導をおこなった。その
結果、個々の生徒がルールやマ
ナーを守る意識をある程度持つ
ようになった。 

①年度当初より新入生はもとよ
り、２・３年次生に向けても部
活動の魅力を発信して部活加入
率の向上に努める。また、年間
を通じて部活動の活動状況を発
信して加入を促す。 
 
 
②遅刻指導については、充分な
成果を挙げられず、遅刻する生
徒の減少にはつながらなかっ
た。遅刻を減らし、基本的生活
習慣を身に着けさせるために職
員が一体となって遅刻指導の方
策を検討する。 

３ 進路指導・支援 

様々な生活・生 
育背景を持つ生 
徒に対し、自分 
が「したいこと 
」「できること 
」「しなければ 
ならないこと」 
を自覚させ、そ 
れに取り組むた 
めに必要となる 
知識と経験を蓄 
えさせる。 

①社会の中で自
らの役割を自覚
させたうえで、
自ら置かれた現
実を正しく認識
させ、必要とな
る知識・経験を
確かなものとし
ていく。 
②自分が｢した 
いこと｣｢できる
こと｣を客観的
に把握していく
ために、様々な
工夫を凝らした
手段と方策によ
り、粘り強く取
り組んでいく。 

①高校卒業後のキ
ャリアデザインを
踏まえた進路希望
を設計させ、希望
の実現に向けた取
組を指導・支援す
る。 
 
 
②中学校までの取
組を踏まえて、１
年次生からのキャ
リア・パスポート
づくりを指導し、
生涯にわたるキャ
リアデザインの設
計を支援する。 

①高校卒業時点
での進路未決定
者の比率が 0%に
近づいたか。 
 
 
 
 
 
②２年次終了時
点で、卒業後の
キャリアデザイ
ンが設計でき、
進路希望未定と
いう生徒の比率
が 0%に近づいた
か。 

①令和２年度卒業
生の進路未決定率
17.8％に対し、３ 
年度卒業生は 10.1 
％に減少した。 
 
 
 
 
②３月末に調査を
行う予定である。
直近の 12月時点で
は、進路希望の未
定者が 11.0％であ
る。 

①現在、就職活動
を続けている者も
おり、卒業後も含
めて、進路支援を
続けていく。 
 
 
 
 
②現１年次生から
取り組ませている
キャリア・パスポ
ートの積み上げを
生かし、進路希望
未定者を減少させ
る取組を続ける。 

①「達成状況」の進路未
決定率の減少は、これま
での取組の成果として評
価できる。引き続き、就
職活動を続けている生徒
への支援や１年次生から
のキャリア教育の充実に
努めてほしい。 
 
②「したいこと」が、職
にできることは僅かであ
るが、職に就いて仕事が
「したいことに」変化す
ることもある。生徒は、
それらを自覚する必要が
ある。 

①卒業時の進路未決定者の比率
をさらに低下させることができ
た。個々の生徒の進路活動をよ
り丁寧に支援し、さらに進路未
決定率の低下を目指す。 
 
 
 
 
②１年次より取り組ませている
キャリア・パスポートを定着さ
せて、常に卒業後の進路を意識
させる取組を続けることで、進
路希望未決定者を減少させる。 

①進路未決定者の比率は減少し
ているが、そのような中で、最
終的に進路未決定となった生徒
の事由を分析し、次年度へ向け
て改善を図る。 
 
 
 
 
②コロナ禍の中で対外的な取組
に制約はあるが、感染予防対策
をしっかりとおこない、進路意
識をさらに高めるための仕組作
りを検討する。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月５日実施） 

総合評価（３月 25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

生徒を取巻く大 
人たちが果たさ 
なければならな 
い役割を相互に 
意識したうえで 
、多文化共生の 
視点も含め、機 
会に応じた効率 
的かつ効果的な 
諸活動を実施す 
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 

①新型コロナ感
染症拡大防止対
策も含め、地域
が有する様々な
資源を活用し、
安全で安心な環
境づくりに努め
ていく。 
 
②生徒一人ひと
り、教職員ひと
りひとりが広告
塔であるという
自覚をもち、教
育活動を機会に
応じて効率的か
つ効果的に発信
していく。 

① PTA や地域の
方々の参画を得る
体制を構築する。 
 
 
 
 
 
 
②ホームページの
レイアウトの見直
しを行い、更新回
数を大幅に増加さ
せ、学校の教育活
動、学校生活の様
子、本校の特色な
どを発信してい
く。 

①学校行事で PTA
や地域との連携
が図れたか。   
 
 
 
 
 
 
②ホームページ
を見やすくし、
月単位のホープ
ページの更新回
数を大幅に増や
すことができた
か。 

①学校行事におい
て飲料提供などで
PTA と 連 携 で き
た。 
自動水栓の設置や
ディスペンサーの
配置で，安全・安
心な環境づくりの
一助が行えた。 
②ホームページを
月２～３回の割合
で更新し、学校行
事の様子や本校の
取り組みなど、情
報発信に努めた 

① 次 の 年 度 へ の
PTA 事業の継承に
困難な面がある。
また，地域の方々
の参画を得る体制
は構築できなかっ
た。 
 
 
②本校の現状や取
組、生徒・職員の
様子をより広く、
より深く知っても
らうためにホーム
ページの改善を進
めるとともに、そ
の他の広報活動を
模索する。 

①物品消毒等で使用する
次亜塩素水が必要であれ
ば、無償提供する。一日
も早く、生徒が安心して
授業を受けられるよう支
援する。 
 
 
 
②ホームページは学校側
が考えている以上に閲覧
されている。月に２・３
回更新するというペース
はかなり意欲的であり、
学校の発信力は学校への
信頼にもつながり、大変
有意義である。 

 

①コロナ禍の中で行われた学校
行事において、PTA と連携を図る
ことができた。次年度は、コロ
ナ禍の中でも適切な対策を取り
ながらPTAをはじめ、地域との連
携をさらに図る方法を検討す
る。 
 
 
②担当グループを中心にホーム
ページの更新を積極的に行い、
学校の取組、生徒の様子等を発
信することができた。次年度は
更新回数だけではなく、写真、
デザイン、文言等の内容を充実
させる。 

②新型コロナ感染症の影響が長
期化する中で、どのような形態
で地域に貢献でき、連携して取
り組めるか、新たな方策を検討
する。 
 
 
 
 
②ホームページ画面のデザイン
や写真、文言等について、特色
あるものにして、閲覧する方々
に印象付けられるように検討を
行う。 

５ 
学校管理 
学校運営 

本校がもつ「強 
み」と「弱み」 
を常に整理しな 
がら、人的およ 
び物的資源を有 
効かつ効率的に 
利活用した、誰 
からも愛される 
学校づくりを進 
める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①現在ある資源
を有効に活用す
るとともに、現
状の社会情勢に
鑑み、機動的な
対応ができるよ
う必要な教育環
境 整 備 に 努 め
る。 
 
②本校を取巻く
今後の状況変化
を 見 据 え な が
ら、校内組織や
予算運用等のス
リム化を進め、
より効率的な学
校運営の検討を
行う。 

①昨年度、各教室
にモニター等を設
置して wi-fi を含
む ICT を利用した
教育環境の整備が
進んだ。今年度は
これの活用に向け
た職員研修会など
の実施を行う。 
 
②環境問題と関連
させ省エネルギ
ー・省資源化を図
る。 

①ICT を授業等に
活用するための
職員研修会を実
施して、多くの
職員が授業に活
用することがで
きたか。 
 
 
 
②ゴミの量が減
ったか。分別は
徹底できている
か。 

①ディスプレイな
どを早期に的確に
配備できた。Wi-
Fi も順次配備でき
た。また、機器の
授業への活用に向
けた研修も複数回
行い、すべての教
員がオンライン授
業を行った。 
②粗大ごみの廃棄
を計画的に行っ
た。ゴミの分別は
おおむねできてい
る。 

①一人一台端末導
入に、活用できる
機器などの準備が
未整備である。 
 
 
 
 
 
 
②省エネルギーの
観点では、換気と
空調の兼ね合いに
困難をきたしてい
る。 
ゴミの分別はでき
ていても、環境問
題や SDGs の意識と
関連させることは
できていない。 

①職員研修の複数回実施
やオンライン授業の試み
など、ＩＣＴを活用した
授業を意識した取組は評
価できる。引き続き、教
員が有効に活用できるよ
うになり、授業改善に活
かしていただきたい。 
 
 
②環境美化は、規律を守
ることと密接になる。学
校においても環境美化の
習慣が、遅刻撲滅や生徒
の意欲向上につながるの
ではないか。生徒を巻き
込んだ環境美化をおこな
うことにより SDGs と関連
させることもできるので
はないか。 

①年度当初より各授業教室に大
型モニター等のＩＣＴ機器を設
置し、Wi-Fi環境も整えて、コロ
ナ禍の中でのオンライン授業に
対応できた。職員のICTを活用し
た授業向けの研修会もおこなっ
た。次年度の１年次より始ま
る、一人一台端末導入後の取組
等について検討する。 
 
②ごみの分別は概ねできており
粗大ごみも計画的に処分するこ
とができた。分別や省資源化の
意義について生徒に考えさせる
方策を検討する。 

①ＩＣＴ機器を活用した授業が
各教科において行われる中、そ
れに伴う様々な疑問点、問題点
を共有化して、解決策や改善策
を検討する。また、一人一台端
末の具体的な活用方法について
検討する。 
 
 
 
②生徒に環境問題や SDGs を意識
させるために、職員間での研修
会を実施し、ロングホームルー
ム等で生徒に考えさせる。 

 

 


